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《
修
士
論
文
要
旨
》

明
末
清
初
期
の
蔵
書
家

の
活
動
と
出
版

*

佐

長

俊

和

こ
の
論
考
で
取
り
扱
う
問
題
は
、
明
末
清
初
期

の
出
版
文
化
に
つ
い
て
で
あ

る
。

「出
版
文
化
」
は
、
印
刷
文
化
の
影
響

の
下
、
漢
字
文
化

・
儒
教
文
化
を
生
み

出
し
た
、
中
国

・
朝
鮮

・
日
本
を
中
心

と
し
た
地
域
に
お
け
る
木
版
印
刷
を
主
と

す
る
出
版
、
そ
れ
を
支
え
る
作
家

・
作

品

・
出
版
者

・
書
蜂
、
或

い
は
為
政
者
の

言
論
政
策
な
ど
を
含
む
、
多
岐
に
渡
る
概
念
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
明
末
と
い
う

「出
版
文
化
」
が
隆
盛
し
た
時
代
を
取
り
上
げ
、
知

識
人
と
出
版
の
関
係
に
着
目
し
、
「出
版
文
化
」
と
と
も
に
発
達
し
た
蔵
書
家
を
、

知
識
人
の
存
在
形
態

の

一
つ
と
し
て
捉
え
る
。
そ
の
際
、
明
末
清
初
期
の
江
南
に

お
け
る
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
る
、
毛
晋
を
中
心
に
考
察
し
、
蔵
書
家
が

「出
版
文

化
」

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
蔵
書
と
出
版
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論

ず
る
。

宋
代
以
降
、
木
版
印
刷
は
発
達
を
続
け
る
。
そ
の
中
で
も
明
末
清
初
期
と
い
う

時
代
は
出
版
文
化
の
画
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
公
的
な
事
業
に
よ
る
出
版

(官

刻
)、
家
譜
や
個
人
詩
集
な
ど
の
私
的

な
出
版

(私
刻
)
、
営
利
目
的

の
出
版

(坊

刻
)
を
問
わ
ず
、
そ
れ
ま
で
と
比
べ
て
格
段
に
、
世

の
中
に
出
回
る
書
物
の
数
が

増
え
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
出
版
文
化
の
拡
大
は
、
知
識
人
層
の
あ
り
方
の
変
化
と
関
連
す
る
問
題
で

あ
る
。
明
代
の
知
識
人
層
は
官
僚
経
験
者
で
あ
る
郷
紳
に
加
え
、
生
員

・
挙
人
と

い
っ
た
科
挙
を
志
す
途
上
の
人
、
士
人
と
呼
ば
れ
る
者
が
現
れ
る
。
彼
ら
は
地
域

社
会
に
在
る
有
力
者
で
あ
り
、
様

々
な
影
響
力
を
持

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
知
識
人

の
多
く
が
、
様

々
な
場
で
、
出
版
と
関
わ
り
を
持
ち
活
動
す
る
。
明
末
清
初
期
の

「出
版
文
化
」
に
は
こ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。

知
識
人
は
科
挙
制
度
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
特
殊
な
階
層
の
人
々
で
あ
る
。

彼
ら
は
科
挙
に
及
第
す
る
と

い
う
目
標

の
為
に
読
書
し
、
こ
の
読
書
に
伴
う
書
物

収
集
が
個
人
蔵
書
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
個
人
蔵
書
は
明
末
の
出
版
業
の
発
達
と

共
に
成
長
し
て
ゆ
く
。
出
版
業
の
発
達
は
出
版
物

の
増
加
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に

伴
い
、
書
物
の
収
集
も
容
易
に
な

っ
た
。
書
物
収
集

の
方
法
が
、
手
間
の
か
か
る

紗
写
か
ら
購
買

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
出
版
業
の
発
達
と
同

時
に
、
出
版
を
生
業
と
す
る
者
も
増
え
て
く
る
。
こ
の
中
に
は
、
科
挙
に
及
第
す

る
と
い
う
目
標
か
ら
は
ず
れ
、
文
字
を
操
る
能
力
を
活
か
し
て
進
ん
で
著
述
業
に

従
事
す
る
者
も
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人

々
の
多
く
は
挙
業
書

・
小
説
な
ど
の
営

利
出
版
に
活
躍
す
る
。

こ
の
よ
う
な
明
末
清
初
期
の
知
識
人
の
多
く
は
、
科
挙
を
通
じ
て
蔵
書
活
動
を
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行

い
、
書
物
の
生
産

・
伝
播

・
保
存
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
、

営
利
出
版
物
の
著
述
と

い
う
、
そ
れ
ま

で
に
あ
ま
り
無
か

っ
た
分
野
で
の
活
動
を

行
な

い
、
書
物
生
産
の
方
面
で
の
活
躍
を
し
て
い
く
。

明
末
清
初
期
の

「出
版
文
化
」
を
担

っ
た
知
識
人
の
中
で
、
有
数
の
蔵
書
家
で

あ
り
、
最
大
の
出
版
家
で
あ
る
の
が
毛
晋
で
あ
る
。

出
版
家
と
は
い
う
も
の
の
、
毛
晋

の
出
版
は
純
粋
な
営
利
出
版
と
は
言
え
ず
、

坊
刻
の
分
野
で
活
躍
す
る
者
達
と
少
し
違

っ
た
趣
を
持

つ
。
毛
晋
の
蔵
書
楼
を
汲

古
閣
と
い
い
、
出
版
も
こ
こ
に
刻
工
を
住
ま
わ
せ
る
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
る
。
毛

晋
が
手
掛
け
た
出
版
の
内
容
は
広
く
、
経
書

・
史
書

・
詩
文

・
文
集

・
戯
曲
な
ど
、

様

々
な
分
野
に
及
ぶ
。
ま
た
毛
晋
は
蔵
書
家
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
そ
の
豊
富

な
蔵
書
、
特
に
宋
元
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
「十
三
経
」
や

「十
七
史
」

の
校

勘
、
刊
行
に
活
か
し
て
い
る
。

経
書

の
校
勘
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
毛
晋
の
汲
古
閣
で
の
活
動
自
体
は
、
蔵
書
家

と
し
て
普
遍
的
な
活
動
で
あ
る
と
い
え

る
。
そ
の
中
で
毛
晋
に
つ
い
て
特
殊
性
を

挙
げ
る
な
ら
ば
、
出
版
事
業
の
規
模

の
大
き
さ
、
彼
が
生
員
身
分
の
ま
ま
出
版
活

動
を
続
け
て
い
た
事
、
そ
し
て
、
汲
古

閣
の
刻
書
が
営
利
出
版

の
要
素
を
含
ん
で

い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
毛
晋
は
銭
謙
益
を
は
じ
め
と
す
る
様

々
な
著
名
人
と
蔵

書
な
ど
を
通
し
た
交
流
が
あ
り
、
そ
れ
が
大
規
模
な
出
版
事
業
を
支
え
た
の
で
あ

る
。毛

晋
の
活
動
は
、
蔵
書
家
が
出
版
に
携
わ
る
と
い
う
、
明
末
清
初
期
に
お
こ
つ

た
現
象

の

一
つ
の
例
で
あ
る
。
蔵
書
家

に
よ
る
出
版
活
動
は
、
明
末
以
前
は
限
ら

れ
た
人
々
、
例
え
ば
大
学
者
や
大
官
僚
と

い
っ
た
肩
書
き
を
別
に
持

つ
蔵
書
家

の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
私
的
な
詩
集

・
家
譜

・
年
譜
な
ど
、
営
利
出
版
と
な

り
難
い
も
の
で
あ
る
。
毛
晋
の
出
版
活
動
は
半
個
人
半
営
利
の
性
格
を
持
ち
、
そ

れ
ま
で
の
蔵
書
家
の
出
版
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
官
僚
経
験
者
な
ど
が
主
な
担
い

手
で
あ

っ
た
蔵
書
行
為
を
、
生
員
と
い
っ
た
身
分
で
行
う
事
が
出
来
た
の
は
、
明

末
清
初
期
の
蔵
書
の
特
徴
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
知
識
人
同
士

の
幅
広

い
交
流
、
明
末
に
お
け
る
知
識
人
特
権

の
拡
大
、
商
業
の
発
達
に
よ
る
江

南
の
繁
栄
と
い
っ
た
、
明
末
清
初
期

の
知
識
人
社
会

の
変
化
が
大
き
く
関
わ
る
だ

ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
末
清
初
期
の
蔵
書
家
の
出
版
活
動
は
、
出
版
物

の
増
加
を

下
支
え
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代

の
出
版
文
化
の
隆
盛
は
、
知
識
人
の
社

会

・
学
問
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一160一


